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 数理推論研究室 
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教員研究室：MK514, 学生研究室MK408 
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Ø まず、私自身の研究の話をしておきましょう。私の専門は理論統計学。「数理推論」と銘打つくらいで、

統計的推論・統計的学習の数理的研究が本業。この点は（良くも悪くも）データサイエンス系の他の
研究室（の先生方の専門分野）との顕著な違いと思います。 

Ø 数理研究に興味がある人、憧れがある人、数理のアカデミアの世界を覗いてみたい人は歓迎！ 
Ø 今は第3次AIブームとかビッグデータ時代とか言われていて、様々な技術革新がもたらされたけれど、

この「ブーム」はそう遠くない将来に終わると考えている人はたくさんいて、私もその一人です。過
去の AI ブームもその時代の期待に応えられずに終わっていったけれども、その後の時代に理論研究が
歩みを止めずに数々のブレイクスルーを起こしたがゆえに「ブーム」は再燃したのだと思います。つ
まり、今のこのタイミングだからこそ、次の時代に向けて数理を学ぶことには意義があると思います。 

Ø R や Python などで最先端の分析手法を使いことなすことだけで満足をせずに、「その次のコアは何だ
ろうか？」ということまで視野に入れて、分析手法の理論的背景を突き詰めて、さらには自分オリジ
ナルの分析手法をも追求してみる、なんていう研究スタイルはどうでしょう？ 

Ø 大学院進学希望の人（他大学でも）は特に歓迎！！  
 

理論研究のキーワード：グラフィカルモデル、統計的因果推論(CI)、計算代数統計学、有限標本（高次元小標本データ）
の推定・検定理論、計算機統計学、コピュラ、特異モデルの統計的推測、部分識別法、計量経済分析�
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 みなさんは文化情報学部に来てよかったと思っていますか？知り合いに文化情報学とはどんな学問で、そ
れがいかに素晴らしいかについて誇りをもって説明することができますか？私は今年でここに来て四年目
ですが、実は正直、ここの学部が何を目指しているのかよくわからなくなってしまっています（笑）でも、
私は私の考える文化情報学を実践し、みなさんと共有しようと日々試行錯誤しています。以下に、その「考
え」というのをまとめてみようと思います。 
 文化情報学部では「文理融合」や「異分野融合」を看板に掲げていますよね？では、みなさんは「融合」
とはどのようなものだと思っていますか？「理系のことにも文系のことにも精通した雑学王になること」が
融合なのでしょうか？私はそうではないと考えます。それは一つの融合の形かもしれないですが、私はあえ
てそれでは志が低いと言っておきます。 
 融合とは異分野の専門家同士の本気と本気がぶつかり合ってイノベーションを創出しようとする試みで
あると私は考えます。これは何も研究の世界に限ったことではありません。就職後の社会生活における融合
でも同じことが言えます。どのような場面でも、有機的な融合の実現のためには、私たちはまず何かの専門
家でなければなりません。私たちの研究室の場合、まずはデータサイエンスや数理の専門家を目指します。 
 実はこれだけでも十分に意義のあることなのですが、我々はここで満足をしません。我々は、データサイ
エンスや数理を引っさげて融合を実現するため協業マインドを涵養し、好奇心の翼を広げて異分野の専門家
との対話を重ねながら継続的に融合の可能性を探求していかなければいけません。つまり、みなさんがこの
研究室で目指すのは協業マインドの熱量の高いデータサイエンスや数理の専門家ということになります。 
 数理推論研究室では、統計数理のみならず、経済理論、ゲーム理論、統計力学、微分方程式といった、人
間行動や社会現象を表現するのに用いられるあらゆる数理手法を学びながら、異分野との融合研究を実践し
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ます。そうすることによって世の中がデータサイエンスに何を期待しているのかを学ぶこともできます。 
 私の経験で言うと、異分野との融合は本当に難しいです。でも、成果が出た時の嬉しさは格別です。そし
て、そのときに見える景色こそが文化情報学の本当の姿なのだと思います。やろうぜ、文化情報学！ 
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Ø 3 回生の一年間はめちゃくちゃ頑張ってもらいます。まず、全員がデータサイエンス系と、津村研と

共同で行う融合研究系の 2 つのジョイントリサーチに参加してもらいます（正規の履修はいずれかひ
とつ）。どちらも研究成果報告が義務付けられている外部のコンテストに参加します。これらの活動を
通して、データ分析のスキルアップと協業の経験値アップを目指すだけでなく、研究成果のまとめ方、
プレゼン資料の作成法、プレゼンスキルの向上、ポスターの作成法といった研究活動に必要なリテラ
シーを身につけ、卒業研究に備えます。 

Ø また、数理の学力向上のための勉強会も開催したいと思います。そこで、英文の文献を読むトレーニ
ングなどもできればと考えています。どうせ研究するなら世界に目を向けようではないか。 

Ø 数理研究の世界を覗き見してみたいという野心溢れる人にはその機会を提供したいと思います。 
Ø 卒業研究は 3年秋学期の始めからブレインストームを開始し、学期の終わり、就活が本格化する前ま

でにはある程度の方向性を見つけたいと思います。 
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Ø 不真面目な人、やる気のない人、だらしない人、礼儀正しくない人には絶対に不向きなので、何も考
えずに志望を出すことだけは絶対に避けてもらいたい。 

Ø データサイエンス入門・基礎・定量的データ分析とその演習程度の学力は必要と考えます。逆に言え
ば、これらを履修できていない人は招かれざる客ということになります。 

Ø パッションが高く、不器用でも一生懸命頑張るタイプの人の参入を強く希望します。 
Ø 指導は厳しいと思いますが、頑張る人の指導には手を抜きません。 
Ø どうせやるなら大変でも世の中で認められるような研究がしたいという野心を持つ人が集うことを期

待します。研究室というところは研究成果がすべてなのです。 
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l 研究活動はうんざりするほど平坦でない道のりだけれど、大学生活の最大の祭だ、と言ったくらいの
ノリで、上級生も下級生も交えて仲良く楽しみながらよい成果を目指そう！ 

l 私自身も君らに負けないように明るく楽しく元気よくいい研究をします！ 
l そしてみなさんの指導も頑張ります！ 
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統計科学研究室の紹介
宿久 洋

*統計科学研究室公式ホームページ https://www.cis.doshisha.ac.jp/stat/lab/

1 はじめに
統計科学研究室*ではデータ解析の実践的研究お
よび理論・方法論研究に取り組んでいます． 実践
的研究はスポーツ，金融．マーケティング，地方
自治体のデータ解析を中心に，幅広い分野を分析
対象としていることが特徴です． 理論的研究とし
ては主に多変量解析や統計的推測に関する研究を
行っています．

1.1 研究テーマ
研究室メンバーは主に以下4つのデータ解析に関
する研究に取り組んでいます．理論研究に取り組
んでいる者はその限りではありません．

• 実践的研究
① スポーツデータ解析に関する研究
スポーツデータ解析コンペティションへの出場
を通し，主に野球・サッカー・バスケットボー
ル・ラグビーデータの解析を行っています．

② 金融データ解析に関する研究
Bloomberg投資コンテストへの出場を通し，
Bloomberg端末から取得できる株価データ並びに
企業財務情報を用いて解析を行っています．

③ マーケティングデータ解析に関する研究
株式会社野村総合研究所マーケティング分析コ
ンテストやデータ解析コンペティションへの出場
を通し，主にアンケートデータや購買データを用
いた解析を行っています．

④ 地方自治体のデータ解析に関する研究
地方自治体の持つデータの解析や，地方創生に
関するオープンデータの解析を行っています．

• 理論・方法論研究
理論・方法論研究に取り組む者は各自，興味のあ
るテーマを選び，既存手法の数理的な特徴づけ，
新たな解析手法の提案などを行います．

Keywords：データ分析，統計科学，専門職就職，大学院進学，データサイエンス，ビッグデー
タ，スポーツ，ファイナンス，マーケティング，共同研究，理論研究，コンペティション

過去の卒業研究
• 投手が打者を打ち取るために効果的な最終投球に関する研究
• サッカーの試合における戦況変化点のリアルタイム抽出とその要因の考察
• 変化点を考慮した株価予測モデルの構築
• 株価予測モデルを用いた新たな金融商品運用法の提案と検証
• 証券業界における口座開設数増加に向けた広告出稿戦略の提案
• 項目反応理論を用いたノンアルコールビールの市場分析
• ファッション業界における需要予測モデルの構築
• ビジネスホテルとシティホテルにおける宿泊者の特徴比較分析
• 分類精度と再構成誤差による連続潜在変数を用いた次元縮約法の比較
• ベイズセミパラメトリック加速故障時間モデルに基づく時間依存性ROC曲線について

1.2 ジョイント・リサーチについて
ジョイントリサーチは，ビッグデータの実践的
な処理・解析法の習得を目指し，宿久・波多野・
深川先生の研究室のメンバーと共同で行います．
春学期ではデータベース学会主催のDBSJ Data 
Challenge，秋学期では経営科学系研究部会連合協
議会主催データ解析コンペティションに出場し，
施策立案を通してビッグデータの分析を経験しま
す．過去にはポンパレモールの商品情報・関東圏
のテレビ視聴履歴・LIFULL HOMEの不動産・ヘ
アサロンチェーン店のID-POSデータを扱いました．

1.3 配属からのスケジュール
研究室に配属が決まると，週1回の勉強会と9月
に開催されるゼミ合宿に参加することになります．
3回生では線形代数，微積分，集合論，数理統計学，
R，Pythonゼミに参加することができます．さら
に，ジョイント・リサーチの経験を生かして，マ
クロミル主催のデータ分析に基づいたマーケティ
ング戦略立案コンテストや，Bloomberg主催の投
資コンテスト，日本統計学会主催のスポーツデー
タ解析コンペティションにも挑戦することができ
ます．これらを通し，自身の興味のあるテーマに
ついて卒業論文に取り組みます．

Omnes artes, quae ad humanitatem pertinent, habent quoddam commune vinculum. Marcus Tullius Cicero



2 研究室出身者の進路
2.1 内定先
統計科学研究室の魅力の一つにOBOGの存在が
あります．ゼミ合宿には各業界で活躍するOBOG
が参加し，研究などに対してアドバイスをもらえ
ます．

2.2 進学先
大学院に進学する学生もいます．大学院に進学
するには，早期からの準備が大切です．

2.3 アカデミアで活躍するOB・OG

3 過去の実績
研究室メンバーは参加したコンペティションや
学会で次のような成果を残しています．

3.1 コンペティション受賞実績
• 経済産業省・IoT推進ラボ 主催「The 2nd BIG 
DATA ANALYSIS CONTEST」 売上予測部門
最高予測精度賞

• 文部科学省委託事業「データサイエンティスト
育成ネットワークの形成」データ分析ハッカソ
ン 最優秀賞

• 第8回スポーツデータ解析コンペティション ポ
スター発表 最優秀賞

• 第3回スポーツアナリティクス甲子園 最優秀賞
• 株式会社野村総合研究所マーケティング分析コ
ンテスト2015 First Prize(優秀賞)

• データ解析コンペティション最終報告会スキャ
ンパネル課題フリー学生部門最優秀賞

3.2 学会受賞実績
• 日本分類学会 優秀学生発表賞
• 日本計算機統計学会 学生研究発表賞
• IASC-ARS 2017 Best Student Paper Award
• Best Paper Award: ERS IASC Young 
Researchers Award受賞

4 現在進行中の研究
現在，以下のコンペティションと共同研究が進
行しています．

4.1 コンペティション
• Bloomberg investment contest 2019
(株価データ並びに企業財務情報)

• 2019年度 DBSJ Data Challenge
(LIFULL HOMEの不動産データ)

• 第７回 SASミクロデータ分析コンテスト
(地方自治体のオープンデータ)

4.2 共同研究(学内・学外)
• 脳データを用いたワーキングメモリ課題におけ
る研究(生命医科学部)

• GPSデータを利用したラグビー選手の走能力評
価(スポーツ健康科学部)

• ファッションブランドの購買データを用いた需
要予測の研究(ソウシンク株式会社)

• 加古川市の公用車データを用いた道路のひび割
れ検知の研究(総務省統計局統計データ利活用セ
ンター)

• 社会課題解決に向けたアナリティクスの活用に
関する研究(SAS institute Japan)

• 文章校正システム開発に関する研究(株式会社大
和総研)[予定]

• 位置情報データ解析に関する研究(株式会社
Agoop)[予定]

• 回答時間データ付きアンケートデータに関する
研究(株式会社日経リサーチ)[予定]

5 持っていると好ましい知識
• 記述統計，推測統計，多変量データ解析法
• 教養レベルの線形代数，微分積分学
• 簡単なプログラミング(RやPythonなど)

6 さいごに
宿研は就活や研究など，やる気がある学生であ
れば誰でも歓迎しています．文理の割合は毎年
半々ぐらいなので，文系の方も心配しないでくだ
さい．データ分析・研究をする上でわからないこ
と，理解できないことが沢山出てくるかと思いま
す．宿研はその都度，同期や先輩と協力して研究
を進めていくことができます．全員で協力してい
るので．多くのメンバーはバイトや就職活動に対
してうまく折り合いをつけることもできています．
この資料以外で知りたいことがある人は，ミス
マッチが起こらないように面接を行っていますの
で，MK503まで見学に来てください．

宿研メンバーの声
• 先生との距離が近く，美味しいお店にご飯に連
れて行ってもらえるのが嬉しいです！

• 優秀な大学院生が1人メンターとして付いても
らえるので卒論を書く上で心強いです．一緒に
卒業旅行に行くほど仲良くなれました！

• 就活に思いっきり時間が使えました！
• やる気があれば誰でも卒業できるはず！
• 企業との共同研究で実データを触ることができ
るのは貴重な体験だと思います！

• データサイエンス系の情報にアンテナを張って
おこう！

過去の内定先一部抜粋
Accenture，TIS，NTT西日本，NTTデータ，
NTTドコモ，インテージ，キヤノン，サイバー
エージェント，ソフトバンク，大和総研，日本
IBM ，日経リサーチ，野村総合研究所，博報堂
プロダクツ，ビデオリサーチ，フューチャー
アーキテクト，日立製作所，富士通，ブレイン
パッド，ビデオリサーチ，マクロミル，ヤフー，
リクルート

過去の進学先
同志社大学 大学院 文化情報学研究科
東京大学 大学院 新領域創成科学研究科
京都大学 大学院 医学研究科
京都大学 大学院 情報学研究科
京都大学 大学院 経営管理大学院
東京工業大学 大学院 社会理工学研究科
大阪大学 大学院 基礎工学研究科

連絡先：宿久洋 hyadohis@mail.doshisha.ac.jp 研究室： MK503

片山翔太 (慶應義塾大学 准教授)
寺田吉壱 (大阪大学 助教)
谷岡健資 (和歌山県立医科大学 講師)
山下陽司 (鹿児島純心女子大学 助教)
阿部寛康 (京都大学 助教)
土田潤 (東京理科大学 助教)
髙岸茉莉子(大阪大学 特任研究員)



ࣨڀݚ৘ใֶࢉܭ ୲౰ڭһ: ਂ઒ େ࿏ (FUKAGAWA Daiji)

e-mail: dfukagaw@mail.doshisha.ac.jp

:ࣨڀݚ MK515 ɼ(һڭ) MK211 (ֶੜ)

1 〚⿶〘〠һڭ
ઐ໳෼໺〤ぎ゚っ゙どわ〝ྔࢉܭ〣ཧ࿦ɼಛ〠ɼ཭ࢄぶがの〣ろひばアそ〜『ɽ》〘。〿〝આ໌『぀〝ɼぎ

゚っ゙どわ〝〤໰୊〣ղ　ํ〜⿴〿ɼྔࢉܭ〤〒〣ぎ゚っ゙どわ〣ޮ཰ぇද『ई౓〣〧〝〙〜⿴〿ɼ཭ࢄぶが
の〤ɼจྻࣈ〹໦〟〞〣୯७〟ߏ଄ぇ࣋〙ぶがの⿾〾ɼそ゘や〝〽〥ぁ぀ෳࡶ〟ぼひぷゞがぜߏ଄ぇ࣋〙ぶが
のぇؚ〵〷〣ぇࢦ「〳『ɽ
ぎ゚っ゙どわぇڀݚ『぀࠷େ〣໨త〤ɼػࢉܭ (computer) 〣ॲཧぇ଎。『぀〈〝〜『ɽ〒〣〔〶〣खஈ〝

「〛ɼぎ゚っ゙どわ〣ྔࢉܭ〹໰୊〣ෳࡶ《ぇ਺ֶత〠ղੳ「〔〿ɼ࣮ػࢉܭ〠ࡍゆ゜そ゘わぇ࣮૷「〔〿〝
〳『ɽ⿶ߦぇۀ࡞〕〙⿶
Ұํ〜ɼٛߨɾڀݚɾ〒〣ଞ〣༻຿্〣ඞཁ⿾〾ゆ゜そ゘わぇॻ。〈〝〷ଟ。ɼ〒〣ؔ܎⿾〾ɼ৘ใてとふ

わ〣։ൃ〠〷େ⿶〠ڵຯ⿿⿴〿〳『ɽۙ࠷〤〈〖〾〠ॏ఺ぇஔ。〈〝⿿ଟ。〟〘〛⿶〳『ɽར༻『぀ゆ゜そ゘
ゎアそޠݴ〤ۙ࠷〜〤 Python 〝 JavaScript ⿿ଟ。ɼଞ〠〷 C/C++, Java, Ruby 〟〞ぇ࢖⿶〳『ɽ

2 ଔڀݚۀ〠〙⿶〛
ଔڀݚۀ〣ふがろ〤ɼ഑ଐޙ〟぀〮。ࣗ෼ࣗ৴〜ߟ⿺〛〷〾⿶〳『ɽ〔〕「Կ〜〷⿴〿〜〤〟。ɼڭһ〝

ぶくとじひてゖアぇॏ〢ɼऔ〿૊〵〠஋『぀⿾〞⿸⿾ぇۛຯ「〛ܾఆ「〳『ɽ〒〣աఔ〠⿼⿶〛ɼ「〘⿾〿〝
ઌڀݚߦぇௐࠪ「〛。〕《⿶ɽڭһ⿾〾൷൑త〟ҙݟ〷౤〆⿾々〳『〣〜ɼ〹〿〔⿶〈〝ɾߟ⿺〔〈〝ɾௐ〮
〔〈〝ぇ　〖え〝આ໌「〛。〕《⿶ɽ〈〈〜खぇൈ。〝ޙ〜ۤ࿑「〔٧　ߦ〠۟ڍ〳〿ɼٽ。ٽ。ふがろぇม
⿺぀〝⿶⿸〈〝〠〟〿⿾〢〳【えɽふがろ〣छぇۃݟ〶぀ۀ࡞〤ҙ֎〝ॏཁ〜『ɽڭһࣗ਎⿿๊⿺〛⿶぀ふが
ろ⿿ࣗ෼〣ڵຯ〠ろひば「〛⿶ぁ〥ɼ〒ぁぇબえ〜⿶〔〕。〈〝〷ざととゐ〜『ɽڭһ〤ゑばよがてゖア⿿্
⿿〿〳『ɽ〔〕「࣮ࡍ〠ଔڀݚۀぇߦ⿸օ《え〠〝〘〛〣ゑばよがてゖア⿿〟⿶〝⿼ࠔ〠⿶ޓ〿〳『ɽ

աڈ〣ଔڀݚۀ୊໨ʢաڈ ෼ʣظ4

2018೥౓
• ぜ゜アはぐぜ〠⿼々぀੒ޭՄೳੑʕ୳ࡧ〣ਂ《〠ண໨「〛
ʕ

• みへゎアぷア〣だがわぶがの෼ੳʕঁࢠはゅ゚とぇର৅〝
「〛ʕ

• のぐれぞなゎぎݱ৅ぇ༻⿶〔 CAPTCHA 〣ఏҊ
• ೝࣝࣈ」『。ցֶश〠〽぀ػ〕」ྀߟ฼〣ҧ⿶ぇࣈ

2015೥౓
• ゅ゚がと〠ಛԽ「〔へ゘わ〣൐૗෇々てとふわ〣։ൃ
• AR ٕज़ぇ༻⿶〔せのが࿅श〣〔〶〣ָේ৘ใಈతఏࣔて
とふわ〣ఏҊ

• കా஍Լ֗〠⿼々぀てゎゔ゛がてゖアぇ༻⿶〔ਁਫඃ֐༧ଌ
• ෳ਺ྉཧ゛てゃ〠⿼々぀ฒߦௐཧとたでゔが゚〣ఏҊ〝ධՁ

2014೥౓
• ろひてゔぎひゆָ࡞ۂ੒ࢧԉてとふわ〣ߏங〠޲々〔ૅج
తݕ౼

• ぷ゘アゆだがわେශຽ〠⿼⿶〛 8੾〿〣׆༻ํ๏⿿ゆ゛ぐ
んが〣ڧ《〠༩⿺぀Өڹ

2013೥౓
• 〣छྨೝࣝࢦ〟݈ؤ〠〣্〆Լ〆ࢦ
• ࿦จ৘ใぶがのよがとぇ༻⿶〔ڀݚぷゃひぜ〣ՄࢹԽ
• ೔ຊҰप࠷୹మಓܦ࿏ぇ〶》「〛
• ෆ׬શ৘ใだがわ〠⿼々぀ҙܾࢥఆج४ʙ〈⿶〈⿶ぇ୊ࡐ
〝「〛ʙ

• ぷ゘アゆだがわେශຽ〠⿼々぀੾ࡳ〣ॏཁੑ
• ゆ゛ぐんが〣とず゚〠Ԡ」〔ぜ゙たひぷだがわ࠷దઓུ〣
ఏҊ

• େֶੜ〣৯ࣄろべがぇنఆ『぀ཁҼ〣ݕ౼ʕ「〙々〝৯ࣄ
ண໨「〛ʕ〠ڥ؀



3 ଔڀݚۀ〣ਐ〶ํ
ଔڀݚۀ〤ݸਓ〜ߦ⿶〳『ɽํੑ޲〹ਐ௙ぇ֬ೝ〜　぀〽⿸ɼશମゎがふくアそʢຖिʣ〝ݸผゎがふくア

そʢਵ࣌ʣぇ׆༻「〛。〕《⿶ɽਓ਺⿿গ〟⿶೥౓〤ݸผゎがふくアそத৺〝『぀〈〝〷⿴〿〳『ɽ
》〔。〚ɼ࿩ぇฉ⿶〛〴〚ݟぇࢠɽઌഐ〣༷⿶》〔。〚དྷ〠ࣨڀݚ〠『】ɼԕྀ〾〕〙഑ଐ⿿ܾ〳〠ࣨڀݚ
⿶ɽଔڀݚۀ〠⿼⿶〛ඞཁ〟〷〣〤Կ⿾ɼߟ⿺〛。〕《⿶ɽݟ぀ɾฉ。〕々〜〟。ࣗ෼〜〹〘〛〴぀〈〝〷େ
੾〜『ɽੵੑۃɾओମੑぇॏࢹ「〳『ɽ2೥࣍ੜ〣⿸〖⿾〾ઌഐ〣ଔڀݚۀぇҾ　ܧ、ɼվળ「〔〷〣ぇֶ֎
〜ൃද「〛ड৆「〔ઌഐ〔〖〷⿶〳『ɽ】〧ばを゛アで「〛。〕《⿶ɽ

3೥࣍ੜ
• ඞमՊ໨でゖぐアぷ゙つがば〜ɼଔڀݚۀ〠ඞཁ〟஌ࣝɾٕज़ɾ࢟੎ぇ਎〠෇々〳『ɽ
• ぇ஁⿺぀〈〝ぇྗૅج぀〠〤ઐ໳஌ࣝ〷ॏཁ〜『⿿ɼ』༺׆৽《ぁ〳『ɽ৽「⿶ٕज़ぇߋ৽ٕज़〤೔ʑ࠷
༏ઌ「〛。〕《⿶ɽ

4೥࣍ੜ
• य़ֶظɿܭڀݚըॻʢॳߘ 6݄ॳ०ɼ࠷ऴߘ 7݄ॳ०ʣ
• ळֶظɿଔۀ࿦จʢॳߘ 11݄த०ɼ࠷ऴߘ 12݄ॳ०ʣɼࢼ໰ձʢ1݄Լ०ʣ

4 ഑ଐر๬ऀ〭〣ゐひながで
ʮඞཁ〜⿴ぁ〥Կ〜〷〹〘〛〴぀ʯ޿〜〗࣋ؾ。ษڧぇ「〛。〕《⿶ɽ〒〣্〜ɼ〈〈⿿ॏཁ〕〝⿶⿸〝〈
あ〤ɼ〝〈〝えਂ。۷〿Լ〆〛。〕《⿶ɽཧղ「〔ʮ〙〷〿ʯ〤ݥة〜『ɽ

• ຯڵ⿶ର৅〭〣ਂڀݚ
• ぀࢟੎〶ٻ」ඞཁ〟஌ࣝぇ୳〠ߦ〣਱ڀݚ
• ଔڀݚۀ〠ਅ݋〠औ〿૊〵੣࣮《
• ೔ৗੜ׆ぇָ「〶぀લ޲　〟࢟੎

৽じ゙ずゔ゘わ〠〟〿ɼ⿾〙ɼ഑ଐਓ਺⿿૿⿺〛⿶぀〈〝〷⿴〿ɼޙࠓ〣ࣨڀݚӡӦମ੍〤େ　。มい぀⿾
〷「ぁ〳【えɽ〒⿸〜⿴〘〛〷ɼਅڀݚ〠݋ぇ「〛⿶぀ਓぇྗ〣ݶ〿Ԡԉ「〳『ɽ

5 ໘઀
• ゐが゚〜ぎれぐアぷ (9 ݄தぇਪ঑) ぇ〝〘〔⿸⿺〜ࣨڀݚ๚໰〹ڭһ໘ஊ〠ࢀՃ「〛。〕《⿶ɽ
• 〠ɽ〳〔ɼ՝୊〠〙⿶〛〷໘ஊ࣌⿶》〔。〚」ࢀһぢアのぜぷʢ໘ஊʣ⿿ඞਢ〜『ɽ੒੷දɾ՝୊ぇ࣋ڭ
֬ೝ「〳『〣〜४උぇ「〛⿼⿶〛。〕《⿶ɽ

• گର『぀ҙཉɼ४උঢ়〠ڀݚۀһぢアのぜぷ࣌〠֬ೝ『぀՝୊〣಺༰ɿʮଔڭ (〈ぁ〳〜〠ֶश「〔〈〝)ɼ
ըܭ〣ޙࠓ (〈ぁ⿾〾ֶश「〔⿶〈〝)ɼۙ࠷஫໨「〛⿶぀ٕज़ɾぺゔがとɼಡえ〕ຊ〟〞〠〙⿶〛ߟ⿺ぇ
〳〝〶぀ʯ

ு「ա、〛ࣗ෼ぇۓ⿺⿶〳『ɽ〝〤」ࢹॏཁ〟〈〝〤ろひばアそ〜『ɽ໘ஊ〜〣ड々౴⿺ぇॏ〷࠷ɼ〠ޙ࠷
ग़【〟⿶〣〷ࠔ〿〳『ɽࣗ৴ぇ࣋〘〛⿴〟〔〣〈〝ぇे෼〠આ໌「〛。〕《⿶ɽ


